
3-1

花粉症患者動向調査（世田谷区内クリニック） 
  浅香耳鼻咽喉科クリニック 浅香大也 

スギ・ヒノキ花粉シーズンに、世田谷区の浅香耳鼻咽喉科クリニックを受診した

花粉症患者の受診状況を調査した。 

１ 調査期間 

令和３年１月４日～令和３年５月１２日 

２ 調査内容 

上記期間に来院したスギ・ヒノキ花粉症患者に対して、診療日ごとの初診患者数、

再診患者数及び花粉症患者全体の症状の印象について調査を行った。また、日本ア

レルギー性鼻炎標準ＱＯＬ調査票（別添１）を用いて初診時の自覚症状を検討した。 

※ 初診・再診について

初診：調査シーズンにおける、症状が出てから初めての受診 

  （症状が出る前の初期治療としての受診は初診としない） 

再診：初診としてカウントした後の受診 

※ 飛散花粉数は、大田区のダーラム測定器で測定したデータを用いた。

※ 週計の期間は、患者数については月、火、木、金、土、飛散花粉数については

日曜日～土曜日の合計数とした。

※ 初診時自覚症状と花粉数の相関に関する検討においては日曜日～土曜日の

飛散花粉数の総和と月、火、木、金、土の患者の自覚症状の平均で検討した。

３ 調査結果 

（１）患者数と飛散花粉数（表１）

令和３年の飛散花粉数は、3,551 個/㎠であり、前年の 1.8 倍だった。総患者数

は 1,187 名で、前年の 1.2 倍だった。内訳では、初診患者数が 1.3 倍、再診患者

数が 1.1 倍だった。令和３年の舌下免疫受診患者は 159 名であった。 

昨年春と比較すると COVID-19 の特徴に対する理解が深まり、また花粉飛散数

の増加も相まって初診患者全体数が増加した。また、初診患者の立ち上がりが 1

月第３週と例年より早かったのは、コロナ禍での花粉症治療（飛沫防止や

COVID-19 との鑑別）の啓蒙が都民に浸透し、早めの診断治療を希望した患者が増

加したためと思われる。一方ヒノキ花粉は昨年同様飛散が比較的少量で（大田区

で 451.5 個）で初診患者数は３月最終週には終息した。再診患者数は、昨年に引

き続き長期処方を行ったため 350 人にとどまった。 

 

 

飛散花粉数(個/㎠/シーズン) 3,551 2,028 1.8

総患者数（初診＋再診）（人） 1,187 953 1.2
初診患者数（人） 838 645 1.3
再診患者数（人） 350 315 1.1
舌下免疫療法を受けている患者数（人） 159 148 1.1
飛散開始日 2月6日 2月12日

令和３年 令和２年
令和２年に対する

比率

表１ 患者数と飛散花粉数 

文章・画像等の内容の無断転載及び複製等の行為はご遠慮ください。 
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① 初診患者数の変動（図１－３）

・ 花粉の飛散開始日は２月６日で、前年と比べて６日早かった。

・ 初診患者数の立ち上がり（30 名以上／週）は、１月 18 日～24 日（令和３年

第３週）であり、飛散開始日よりも約２週間早かった。

・ ピークの時期は、２月 22 日～28 日(令和３年第８週)であり、前年（２月 17

日～23 日令和２年第８週）より５日遅かった。

・ 初診患者数のピークは 130 名であり、前年（146 人）の約 0.9 倍だった。

・ 初診患者の立ち上がりからピークまでは５週間であり、前年（２週間）より

も３週間長かった。

・ 初診患者数のピークの１週間後に飛散花粉数のピークとなった。

② 再診患者数の変動（図１－３）

・ 再診患者数の立ち上がり（30 人以上／週）は、３月１日～７日（令和３年第９

週）で、ピークは３月 15 日～21 日（令和３年第 11 週）だった。

③ 飛散花粉数と初診時の自覚症状、ＱＯＬとの関連性（図２～図５）

自覚症状と花粉飛散数は例年通り有意に相関した（R2=0.856）。昨年より花粉飛

散数は多かったため、総合鼻症状スコアの平均が第９週に 12 点（鼻、眼の自覚

症状がすべて２点以上）を超えた。また、症状スコアが 10 点をこえた週は昨年

が１週であったのに対し今年は４週であり(第 8週～11 週)、症状を強く訴える患

者が多かった。これは昨年より花粉数が多く、新型コロナ感染症の受診控えが緩

んだ事も影響していると考える。ＱＯＬスコアの平均と花粉飛散数においても有

意に相関した(R2=0.826)スコアのピークが自覚症状スコアのピークと同様３月１

週（第９週）であり花粉数の影響を受けたと考えられる。 

４ まとめ 

・令和３年の飛散花粉数は令和２年の 1.8 倍で、総患者数は 1.2 倍だった。内訳と

しては、初診患者数が 1.3 倍、再診患者数はほぼ同数であった。

・初診患者数のピークは花粉飛散数のピークより１週間早かった。

・花粉飛散数と自覚症状は有意に相関した。総合症状スコアの平均が 12 点（鼻、

眼の自覚症状がすべて２点以上）を超えた週が１週あった。また、症状スコアが

10 点をこえた週は昨年が 1 週であったのに対し今年は４週であり(第８週～11

週)、症状を強く訴える患者が多かった。

・花粉飛散数とＱＯＬスコアは有意に相関した。

・４月以降の花粉飛散数は少なく初診患者数も少なかった。
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文章・画像等の内容の無断転載及び複製等の行為はご遠慮ください。 



3-4 

 

 
 

 

 
 

 

 

図２－１ 週毎の飛散花粉数と総合症状スコアの平均（平成 31 年（令和元年）） 

図２－２ 週毎の飛散花粉数と総合症状スコアの平均（令和２年） 

図２－３ 週毎の飛散花粉数と総合症状スコアの平均（令和３年） 
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図３－１ 週毎の飛散花粉数と総合症状スコアの平均との相関 （平成 31 年（令和元年）） 

図３－２ 週毎の飛散花粉数と総合症状スコアの平均との相関（令和２年） 

図３－３ 週毎の飛散花粉数と総合症状スコアの平均との相関（令和３年） 
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図４－１  週毎の飛散花粉数とＱＯＬスコアの平均（令和２年） 

図４－２  週毎の飛散花粉数とＱＯＬスコアの平均（令和３年） 
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図５－１ 週毎の飛散花粉数とＱＯＬスコアの平均との相関（令和２年） 

 

 

図５－２ 週毎の飛散花粉数とＱＯＬスコアの平均との相関（令和３年） 

 

 




